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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子基板などの電子部品を密閉収納するメータケースが本体に取り付けられ、屋外に設
置されるガスメータにおいて、
　前記ガスメータの本体と対向する前記メータケースの底板の下端部の内側に、円柱状突
起を突設すると共に、当該円柱状突起の外周部を囲繞する周状溝部を形成し、
　更に、前記周状溝部の下方の底面の一部に前記メータケースの底板を貫通し外気と連通
する排水孔を形成し、
　前記円柱状突起に円筒形部材を嵌合して、前記周状溝部に当該円筒形部材の下端部を嵌
入し、前記メータケースに取り付けられる前記電子基板によって前記円筒形部材の上端を
押圧・固定することにより、前記排水孔を通じて、外気が前記メータケースの内部に連通
する微細間隙を形成することを特徴とするガスメータ。
【請求項２】
　電子基板などの電子部品を密閉収納するメータケースが本体に取り付けられ、屋外に設
置されるガスメータにおいて、
　前記ガスメータの本体と対向する前記メータケースの底板の下端部の内側に、円柱状突
起を突設すると共に、当該円柱状突起の下方の外周部の一部に沿って前記メータケースの
底板を貫通し外気と連通する排水孔を形成し、
　前記円柱状突起に円筒形部材を嵌合し、前記メータケースに取り付けられる前記電子基
板によって前記円筒形部材の上端を押圧・固定することにより、前記排水孔を通じて、外
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気が前記メータケースの内部に連通する微細間隙を形成することを特徴とするガスメータ
。
【請求項３】
　前記円筒形部材は、スプリング等の弾性体部材であることを特徴とする請求項１又は２
に記載のガスメータ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガスメータに係り、特に、虫などの侵入を阻止できる排水孔を備えたガスメ
ータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガスメータは屋外に設置されているので、結露対策、防水対策、防虫対策は必須である
。例えば、特許文献１には、ガスメータに付設される通信機のケースハウジングに結露の
発生を防止する通気孔を設け、当該通気孔を、気体は透過させるが液体・固体は透過させ
ない特性を有するカバー体で覆うことで、結露対策に加えて防水対策及び防虫対策を行う
ケース構造が開示されている。
【０００３】
　図９は、屋外に設置されるガスメータ１の外観斜視図である。
　２は、ガスメータ１の本体部で、ガス流量を計量する流量センサ、感震センサ等を備え
ている。３は、カウンタ表示部で、流量センサによって計量されたガス流量を表示する。
４は、電子制御部カバーで、本体部２のセンサに基づきガス遮断処理などを制御する電子
部品などを備える電子基板（後述）を覆う。５は、端子台カバーで、前記電子基板に設け
られた端子台を覆う。
【０００４】
　図１０は、図９において、電子制御部カバー４を取り外した状態を示す、ガスメータ１
の一部分解斜視図である。６は、接続ケーブル用のゴムブッシュ、１０は、ガス遮断処理
などを制御する電子部品などを備える電子基板、１１は、当該電子基板を収納（搭載）す
る電子基板収納ケース（以下、収納ケースと記す）である。Ｃは、後述する雨水などが溜
まりやすい場所を示す。
【０００５】
　１１１は、電子基板１０を収納するための箱形周壁で、上部に溝部１１１ａが形成され
、溝部１１１ａにスポンジパッキン（図示せず）がはめ込まれる。はめ込まれたスポンジ
パッキンは、収納ケース１１の箱状周壁１１１内部に電子基板１０を収納し、電子制御部
カバー４で電子基板１０を覆う際に、電子制御部カバー４の内壁面に形成された凸壁（図
示せず）によって圧接される。
　このようにして、収納ケース１１に収納された電子基板１０が密閉収納される。ここで
は、電子制御部カバー４、端子台カバー５、及び、収納ケース１１からメータケースが構
成されるものとする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－０２４３４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このように電子基板１０を密閉収納しても、スポンジパッキンの隙間やゴムブッシュ６
と接続ケーブルの隙間から雨水などが収納ケース１１の内部に侵入することがある。そし
て、侵入した雨水は、収納ケース１１の内部、例えば、図１０の符号Ｃに示す場所に溜ま
り、電子基板１０に搭載された電子部品の故障の原因となる。特に、大雨や台風の場合、



(3) JP 5237207 B2 2013.7.17

10

20

30

40

50

雨水などが侵入しやすくなる。同じく、結露などにより、符合Ｃに示す場所に水が溜まる
ことがある。
【０００８】
　そこで、侵入した雨水などを排水するための排水孔を収納ケース１１の雨水などが溜ま
りやすい場所に形成することが考えられるが、単に、排水孔を形成しただけでは、当該排
水孔から虫や埃が収納ケース１１の内部に侵入することになる。このような虫などの侵入
を防止するため、特許文献１に開示されているように、排水孔（通気孔）を形成し、当該
排水孔を、気体は透過させるが液体・固体は透過させない特性を有するカバー体で覆うこ
とも考えられる。
【０００９】
　しかし、このような特殊なカバー体は高価であり、排水孔をカバー体で覆うとガスメー
タの製造価格が上昇してしまう。
【００１０】
　本発明は、かかる実情に鑑みてなされたものであり、安価で簡易な構造の、虫などの侵
入を防ぐことができる排水孔を備えたガスメータを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　請求項１の発明は、電子基板などの電子部品を密閉収納するメータケースが本体に取り
付けられ、屋外に設置されるガスメータにおいて、前記ガスメータの本体と対向する前記
メータケースの底板の下端部の内側に、円柱状突起を突設すると共に、当該円柱状突起の
外周部を囲繞する周状溝部を形成し、更に、前記周状溝部の下方の底面の一部に前記メー
タケースの底板を貫通し外気と連通する排水孔を形成し、前記円柱状突起に円筒形部材を
嵌合して、前記周状溝部に当該円筒形部材の下端部を嵌入し、前記メータケースに取り付
けられる前記電子基板によって前記円筒形部材の上端を押圧・固定することにより、前記
排水孔を通じて、外気が前記メータケースの内部に連通する微細間隙を形成することを特
徴とするガスメータである。
【００１２】
　請求項２の発明は、電子基板などの電子部品を密閉収納するメータケースが本体に取り
付けられ、屋外に設置されるガスメータにおいて、前記ガスメータの本体と対向する前記
メータケースの底板の下端部の内側に、円柱状突起を突設すると共に、当該円柱状突起の
下方の外周部の一部に沿って前記メータケースの底板を貫通し外気と連通する排水孔を形
成し、前記円柱状突起に円筒形部材を嵌合し、前記メータケースに取り付けられる前記電
子基板によって前記円筒形部材の上端を押圧・固定することにより、前記排水孔を通じて
、外気が前記メータケースの内部に連通する微細間隙を形成することを特徴とするガスメ
ータである。
【００１３】
　請求項３の発明は、請求項１又は２に記載のガスメータにおいて、前記円筒形部材は、
スプリング等の弾性体部材であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明により、ガスメータ内の水を排水でき、安価なスプリング等の弾性部材で排水孔
の一部を塞ぐことで、排水孔からの虫などの侵入を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明に係るガスメータの収納ケースの正面外観図である。
【図２】円柱状突起、排水孔の説明図である。
【図３】収納ケースの裏面、表面の斜視図である。
【図４】円筒形部材の外観図である。
【図５】周状溝部にスプリングをはめ込んだ状態を示す図である。
【図６】本発明に係るガスメータの収納ケースの他の正面外観図である。
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【図７】円柱状突起、排水孔の他の説明図である。
【図８】収納ケースの裏面、表面の他の斜視図である。
【図９】ガスメータの外観斜視図である。
【図１０】電子制御部カバーを取り外した状態を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１は、本発明に係るガスメータ１の収納ケース２１の正面外観図である。２１１は、
電子基板１０（図１０参照）を収納する箱形周壁で、上部に溝部２１１ａが形成され、溝
部２１１ａにスポンジパッキン（図示せず）がはめ込まれる。
　はめ込まれたスポンジパッキンは、電子制御部カバー４で電子基板１０を覆う際に、電
子制御部カバー４の内壁面に形成された凸壁（図示せず）によって圧接される。
【００１７】
　２１２は、収納ケース２１の底板２１３の下端部の内側に突設する円柱状突起である。
　以下、円柱状突起としてボスを例示して説明する。ここで、内側とは電子基板１０が収
納される収納ケース２１の内部を意味する。また、収納ケース２１の底板２１３は、ガス
メータ１の本体部２と対向している。
【００１８】
　円柱状突起２１２は、箱状周壁２１１内の底板２１３の下端部中央に形成されている。
なお、円柱状突起２１２の配置位置は、下端部中央に限定されず、下端部右又は左でもよ
い。
【００１９】
　図２（Ａ）は、円柱状突起２１２の詳細図で、図２（Ｂ）は、図２（Ａ）の直線Ｐに示
す円柱状突起２１２の断面図である。
　図２に示すように、円柱状突起２１２の外周部を囲繞（いにょう）する周状溝部２１４
が形成され、更に、周状溝部２１４の下方の底面２１４ａの一部に収納ケース２１の底板
２１３を貫通する排水孔２１５が形成されている。排水孔２１５は、外気と連通している
。ここで、下方とは、矢印Ｄ方向を意味する。
【００２０】
　図３（Ａ）は、収納ケース２１の裏面の斜視図、図３（Ｂ）は、収納ケース２１の表面
の斜視図である。排水孔２１５から収納ケース２１に溜まった水が排水される。
【００２１】
　本発明では、円柱状突起２１２に円筒形部材を嵌合して、周状溝部２１４に円筒形部材
の下端部を嵌入し、電子基板１０によって押圧・固定する。
　前記円筒形部材としては、例えば、図４に示す、弾性特性を有するスプリング２２、円
筒形ゴム２３がある。なお、円筒形ゴム２３は、電子基板１０による押圧・固定により形
状が変形しにくい硬質ゴムから構成することが好ましい。
【００２２】
　図５（Ａ）は、円柱状突起２１２にスプリング２２を嵌合して、周状溝部２１４にスプ
リング２２の下端２２ａを嵌入した状態の断面図である。円柱状突起２１２にスプリング
２２を嵌合して、周状溝部２１４にスプリング２２の下端２２ａを嵌入した後、図５（Ｂ
）に示すように、収納ケース２１の箱状周壁２１１内部に電子基板１０を取り付け、固定
する（収納）。すると、電子基板１０によってスプリング２２の上端２２ｂが押圧・固定
される。
【００２３】
　図５（Ｃ）は、図５（Ｂ）の排水孔２１５の一部拡大図で、排水孔２１５を通じて、外
気が収納ケース２１の内部（メータケースの内部）に連通する微細間隙２１６が形成され
ている。ここでは、周状溝部２１４とスプリング２２のスプリング線２２ｃの間隙（Ｗ１
＋Ｗ２）を０．２ｍｍ以下とする。
　この程度の間隙があれば排水もでき、更に、虫などの侵入を防ぐことができる。
　また、スプリング線２２ｃの直径やスプリング線２２ｃの間隔を変更することで、微細
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【００２４】
　このようにすることで、収納ケース２１に水が侵入した場合にも、収納ケース２１の排
水孔２１５から排水される。そして、排水孔２１５の一部を塞ぐように、スプリング２２
等を周状溝部２１４に嵌入するので、虫などが排水孔２１５から侵入するのを防ぐことが
できる。更に、排水孔２１５は、外気と連通しているので、収納ケース２１の内部の結露
を抑えることができる。
【００２５】
　また、排水孔２１５の一部を塞ぐスプリング２２等の弾性部材は安価なので、製造価格
の上昇を抑えることができる。収納ケース２１に電子基板１０を収納する際にスプリング
２２が固定されるので、固定に際し接着剤などを使用する必要が無く作業効率が落ちるこ
とがない。
【００２６】
　他にも、様々な構造により、排水孔の一部を覆うスプリング等を固定することができる
。
　図６は、本発明に係るガスメータの他の収納ケース３１の正面外観図である。図１の収
納ケース２１と同様に、収納ケース３１の底板３１３の下端部の内側に円柱状突起３１２
が突設している。３１１は箱状周壁を示す。なお、円柱状突起３１２の配置位置は、下端
部中央に限定されず、下端部右又は左でもよい。
【００２７】
　図７（Ａ）は、円柱状突起３１２の詳細図で、図７（Ｂ）は、図７（Ａ）の直線Ｑに示
す円柱状突起３１２の断面図である。
　図７に示すように、円柱状突起３１２の上方の外周部の一部には、円柱状突起３１２を
囲うように、周状壁部３１４が形成されている。また、円柱状突起３１２の下方の外周部
の一部に沿って、収納ケース３１の底板３１３を貫通し外気と連通する排水孔３１５が形
成されている。なお、上方とは矢印Ｕ方向を意味し、下方とは矢印Ｄ方向を意味する。
【００２８】
　ここで、円柱状突起３１２に、スプリング２２を嵌合し、収納ケース３１に取り付けら
れる電子基板１０によってスプリング２２の上端２２ｂを押圧・固定する（図５（Ｂ）参
照）。このようにすることで、排水孔３１５を通じて、外気が収納ケース２１内部に連通
する微細間隙が形成される。なお、周状壁部３１４は、スプリング２２のガイドの役割を
果たすものであるが、必ずしも必要ではない。
【００２９】
　図８（Ａ）は、収納ケース３１の裏面の斜視図、図８（Ｂ）は、収納ケース３１の表面
の斜視図である。排水孔３１５から収納ケース３１に溜まった水が排水される。
【００３０】
　以上のように、様々な構造によって排水孔の微細間隙を形成することができる。
【符号の説明】
【００３１】
１…ガスメータ、２…本体部、３…カウンタ表示部、４…電子制御部カバー、５…端子台
カバー、６…ゴムブッシュ、１０…電子基板、１１，２１，３１…収納ケース、１１１，
２１１，３１１…箱状周壁、１１１ａ，２１１ａ…溝部、２１２，３１２…円柱状突起、
２１３，３１３…底板、２１４…周状溝部、２１４ａ…底面、２１５，３１５…排水孔、
２１６…微細間隙、２２…スプリング、２２ａ…下端、２２ｂ…上端、２２ｃ…スプリン
グ線、２３…円筒形ゴム、３１４…周状壁部。
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